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②災害教訓伝承講座 
公民館の関係者を対象にした「天竜川の歴史と伝承」をテーマにした研修会および公民

館講座を利用した現地見学会（予定）の計画上の注意点、手順は以下の通りである。 

【研修会→公民館講座】災害教訓伝承講座の実例 資料編 7-2 参照 

・公民館の館長や主事に対しての研修会の場合、今後いかに災害教訓伝承講座につ

ながっていくかが重要なポイントになる。そのために、災害教訓伝承を行う必要

性と、公民館の講座でそれを行う場合にどのような方法が有効であるか分かるよ

うに説明する。 
・公民館の講座ですぐに使えるようなツールを提供し、自由に使っていただけるよ

うな仕組みを作る。 
・災害教訓伝承活動を行っている背景の説明が必要である。 

 
①地域の公民館で行われている講座を調査 

  

②既設講座のうち、「災害教訓伝承」について扱ってもらえそうなもの

をピックアップ 

  

③地域公民館を管理する主たる公民館と調整を行う 

  

④定期的に行われている主事会や連絡協議会などを利用して災害教訓

伝承内容について説明を行う 

  

⑤公民館に講座のシナリオや素材を提供する 

  

⑥既設講座の一部に災害教訓伝承の内容を扱ってもらうか、新たに講座

を設けてもらうなどする 

  

⑦講座内容について調整 

  

⑧講師の派遣 

  

⑨現地見学会の場合は現地確認と安全対策の実行する 

  

⑩伝承講座開設 

※ 講座の最後に振り返りとしてアンケート、感想文、座談会などを検討す

る 

  

⑪伝承講座の様子を HP などで公開し、地域に発信する 

  

⑫来年度以降も継続して行えるか調整する 

 


